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地域自主防犯活動活発化促進事業 

実施結果報告書 

 

１団体名 啓発寸劇ボランティアおとひめ 

２事業名 武豊町内を中心とした特殊詐欺被害撃退対策事業 

３ 事 業 実

施結果 

パンフレット 2,500枚・啓発品（メモ帳・マスク）を 2,500個配布啓発した。 

 （マスク 1,000枚追加購入して合計 3,500人に啓発） 

およそ武豊町 65 歳以上は 8,000 人に対し 2,500 人、その他の年齢層 1,000 人

に啓発活動を実施。 

１． 町内外１０会場の憩いのサロンで啓発（計６５０人） 

２． 敬老会１か所で啓発（３８０人） 

３． 名鉄知多武豊駅構内で乗降客に啓発（計４回…７５０人） 

４． 福祉施設で啓発（４０人） 

５． 産業まつりで不特定多数に啓発（１，０００人） 

６． 民生委員さんと同行訪問して啓発（８５人） 

７． 訪問ボランティアさんと同行訪問その他の啓発（５人） 

８． その他高齢者 350人（残は 1～3月のサロンで継続啓発） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆記録写真を撮るにあたり、撮影前に許可を得て撮影

した。 

○注駅構内配布と産業まつりは許可を得ずに撮影した。 
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6 月から来年３月の間、会場と半田署の都合で計４会場での警察署員の講話

を依頼した。 

（全会場が警察署とジョイント開催できるとよいのであるが、すべて会場の 

自主活動となっているので、啓発のために３０分のみの会場から６０分の時間

を予定する会場あり 
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◆配布対象人数・・・３８０人 

◆配布啓発品・・・チラシ２種類・詐欺啓発事項の記載されたメモ帳 

◆寸劇公演・・・３０分 

◆チラシや啓発品を会場入り口で配布した時は感度良好であった 
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４成果と課題

及び今後の

取組 

（１）事業実施の成果及び課題 

① 目標の 2,500人対象の啓発活動は計画通り終了しました。 

② 一人暮らしの方を訪問すると意外に「詐欺にあいそうになった」、 

   「騙されてしまった」という経験談を聞くことができた。 

   いろいろな詐欺があるので、気を付けるように話すことができた。 

③ 民生委員さん、児童民生委員・体調が悪い・不幸な出来事・仕事が

多忙を除いて３５名の方にご協力を得た。 

この事業は今後民生委員さんが将来にわたって独り暮らしの方を見

守っていく上において詐欺被害のことも念頭に入れながら見守ってい

ただけるきっかけ作りになったのではないかと思う。 

    民生委員さんの担当している一人暮らしは約５００人、全員に訪問

できなかったことは課題として残った。（時間も啓発品もない） 

④ 武豊駅構内での啓発については、１５～１６時、１６～１７時の時

間帯でしかできなかった。１７～１９時の時間帯の乗降客に対する啓

発ができなかったことは課題として残った。 

⑤ 敬老会においての啓発は寸劇と入り口での呼び掛けにおいて十分

できた。課題として欲を出すならば約４，３００人の対象者が中央公

民館に敬老会祝い品を取りに見えるのでその祝い品の中に啓発チラ

シと啓発品のマスクでも入れることができたら、一層啓発できたので

はないかと思った。（詐欺被害にあいやすい年齢層） 

⑥ 憩いのサロンでの啓発活動については、８～１２月の期間中のサロ

ン参加者には十分に啓発できた。 

    毎年寸劇の内容を変えて啓発しているが、啓発品をもらえるのとも

らえないのでは少しは効果が違うのではないかと思われるので、１年

を通じて啓発品を参加者に渡すことができると 1番よいと感じた。 

⑦ 産業まつり会場での啓発は大勢の来場者の中で時間を区切り色々

な年齢層に呼びかけた。啓発品が沢山あればもっと啓発できた。 

⑧ 全体を通じて高校生から高齢者まで幅広く注意喚起できた。 

（２）今後の取組 

① 今回は私達が１１年にわたって啓発してきた活動と違う方法で沢

山できたが、１００％満足のいく成果ではなかった。 

    今後の取り組みとして、金融機関や団体の助成金に応募し資金調達

をし、幅広い年齢層に啓発活動を展開していく必要があると感じた。 

② 詐欺は次々新手の方法が出てきます。私たちは「次はどんな詐欺？」 

   とアンテナを張り巡らして啓発しているが、できれば情報をいち早く

キャッチする警察署から即座に新情報を入手できれば次々会場で新

たな詐欺の啓発ができるのではと思う。 

   （現在はインターネットと毎日の新聞を頼りに啓発している） 

 


